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② 中世資料は，中国製陶磁器，瀬戸，珠洲が中心であり，常滑 ・越前 ・京都系土師器も少量
存在する。数字には現れないが，当然，漆器 ・鉄鍋も豊富に存在したであろう。出土の稀
少な資料としては， 高麗象依青磁と中国製天目碗がある。なお近世資料には漁具を含むが，
中世資料にはこれを確認、できなし、。
③採集資料の量は14世紀中頃～15世紀に急増する。
④ 遺物は12・13世紀には土塁北側に散布し， 14・15世紀では土塁南側に広まるとともに，散
布量も土塁南側の方が多くなる。
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考古学的調査による成果
⑤ 中世と近世の資料の年代は連続しない。中世で最も新しい資料は15世紀末に属し， 16世紀
が空白となる。
⑥近世資料の散布域は，中世資料金体の散布域とほぼ重なる。
⑦ 近世資料は，唐津・伊万里・堺湊焼・京焼系等の遠隔地の製品のほか，唐津写しあるいは
なまこ軸等の東北在地窯産と推定できるものが多い。
⑧近世資料は近世後期に散布量が増大し，近代に連続する。採集量は中世全体より多いが，
年代幅を考えると必ずしも量が増大するわけではない。
以上の沿革は，奥州平泉や道南勝山館との関係を含めて，東北における物資集散の中心地機能
を果たしたであろう十三湊の盛衰を考察する大きな手掛かりになるであろう。また，この分布調
査の成果は，今後の発掘調査を進める上での基礎資料となるだけでなく，部分的にならざるをえ
ない発掘成果と組みあわせることで，より豊かな十三湊の姿を描くことにもつながるはずである。
福島城
以下，注目される諸点を列挙する。
① 古代の遺物が「内郭」部分で見られる。
② 中世遺物が「内郭」部分では1点も採取されていない。また，「内郭」外の東側の畑地で
中世遺物のまとまりが確認できる。中世遺物の年代は14世紀中頃から15世紀前半代におさ
まり，中世十三湊の盛衰と同一歩調をとる遺物群である。
③ 近世以降の遺物は「内郭」部分を中心に見られるが，その周辺では散見される程度である。
福島城の「内郭」については，十三湊とは異なり，現状が遺物採集に最も適した畑地であるに
もかかわらず， 1点の遺物も採集することができなかった。これは小規模な山城では，しばしば
経験することであるが，大規模な中世城郭としては異例のことに属するであろう。このことの解
釈としては，①遺構が深く埋れている，②本施設が非常時のためのものであり日常的には使用さ
れなかった，③使用期間が極く短かった，④遺跡の年代観に問題がある，等が可能であろう。従
来の調査の知見や，福島城が中世城郭としての異例の構造をもっ点などから見て，上記のうち④
の可能性が高いものと推測される。
当然ながら，上記諸点の結論付けについては，発掘調査の結果を待つべきであり，その解明を
目指して，発掘調査を実施した。その成果は次節で報告する。
［参考文献］
l宇野隆夫・前川要：富吋人文学部国立歴史民俗博物館共同研究員；l
高橋照彦：国立歴史民俗博物館考古研究部；榊原 J 
千田・小島・宇野・前川 1993「福島城・十三湊遺跡1991年度調査概報」『国立歴史民俗博物館研究報告」
第48集。
吉岡康暢 1994『中世須恵器の研究」吉川弘文館。
77 
